
平成２０年４月１４日

教員各位

立正大学情報メディアセンター　　

教育システム課

LATEX利用方法講習会

　今般，情報メディアセンター大崎教育システム課では文書整備ソフト「LATEX」の利用方法の講
習会を下記日程にて開催いたします。

期日

(1) 平成 20年 4月 22日（火）　 16：10～17：40

(2) 平成 20年 5月 13日（火）　 14：30～16：00

　　　※内容は両日ともに同じです。ご都合のよろしい日程にご参加下さい

会場

　大崎校舎 11号館 4階　第 5端末室（114E教室）
　熊谷校舎図書館 B1階　 13B1教室
　　　※遠隔システムを利用して行いますのでご都合のよろしい校舎にてご参加ください

内容

(1) TEXと LATEXについて

(2) レポート，立正用レジュメ原稿，立正用卒論スタイルの書かせ方

講師

　　山下　倫範先生（地球環境科学部教授）

申込み方法

　下記メールアドレス宛にお名前，参加日程，参加校舎，連絡先をご記入の上，メールにてお申し

込み下さい。

★申し込みメールアドレス　　⇒ oinfo@ris.ac.jp

お問い合わせ先

大崎教育システム課

　　 TEL:03-3494-8150 FAX:03-5487-3342 E-mail: oinfo@ris.ac.jp

熊谷教育システム課

　　 TEL:048-536-6018 FAX:048-536-1757 E-mail: kinfo@ris.ac.jp
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個体サイズと休眠戦略に関するシミュレーション
立正 花子 (友永研究室)

1 研究の背景

甲虫目のイチセコガネは主としてイチセノキの果実に

産卵を行う．翌年，果実内で成虫となった個体は果実から

出て繁殖活動を行うが，果実内でさらに 1年間休眠する個

体も存在する．イチセコガネのこのような生態は，環境変

動によって絶滅する危険性を低下させる戦略として説明

できるであろう．しかし，○田 [1]は，休眠するイチセコ

ガネとそうでないものの個体サイズについて調べ，休眠す

るものの方が個体サイズが大きいという結果を得ている．

一般に，大きい個体ほど繁殖機会や産卵数が多いことか

ら，大きい個体の繁殖率は高い．単純に考えれば，大きい

個体が休眠することは，単位時間当たり繁殖率の低下を招

くはずである．

個体サイズと休眠の関係に関する研究事例は少なく，イ

チセコガネがこのような休眠戦略を獲得したことに対す

る妥当な説明が与えられているとはいえない．

2 研究の目的

本研究の目的は，大きい個体が休眠する戦略が有利にな

るような条件を，計算機シミュレーションを用いて，明ら

かにすることである．

3 研究方法

3.1 仮説

本研究では，大きい個体が休眠する理由として，“小さ

い個体は休眠中に死亡する確率が高い” という仮説を提案

し，それが妥当かどうか検討する．

3.2 戦略

種が取り得る戦略として，次の 3つが考えられる．

1. 大きい個体だけが休眠する

2. 小さい個体だけが休眠する

3. どちらも休眠しない

3.3 モデル

サイズに関して，大きい個体 (L) と小さい個体 (S) の

2つだけが存在するものとする．個体サイズは（遺伝せず

に）環境によってのみ決定され，その出現確率は等しいも

のとする．時刻 tにおけるそれぞれの個体数を S(t)，L(t)

で表し，休眠中の死亡率を wL, wS，増殖率を rL, rS とす

る．本研究では，
wL > wS (1)

rL > rS (2)

を仮定する．大きい個体を休眠させるという戦略のモデ

ルは以下のようになる．

N(t) = S(t) + wLL(t− 1) (3)
IS(t) = rSS(t) (1−N(t)/K(t)) (4)
IL(t) = rLwLL(t− 1) (1−N(t)/K(t)) (5)

∆(t) = IS(t) + IL(t) + ξ(t)
√

N(t) (6)
S(t + 1) = S(t) + ∆(t)/2 (7)
L(t + 1) = wLL(t− 1) + ∆(t)/2 (8)

ここで，K(t)は環境収容力であり，ξ(t)は平均 0で一定

の分散をもつ確率的乱数である．

同一条件下で，3つの戦略をとった場合の，平均絶滅時

間を計算機シミュレーションによって調べ，各戦略が勝ち

残る条件を調べる．

4 現在までの結果

シミュレーションの結果，環境収容力が十分変動するな

らば，休眠しないという戦略は不利であることが分った．

さらにこのとき，
wL − wS

rL − rS
> 2 (9)

が成立すれば，大きい個体を休眠させた方が有利であるこ

とが分った．

現実的には，休眠中の生存率の差が，増殖率の差の 2倍

以上というのは考えにくいので，大きい個体が休眠する理

由を “小さい個体が休眠中に死亡する確率が高い”に求め

るのは無理がありそうである．

5 今後の課題

• 環境収容力の変動と戦略の関係を検討する
• 環境収容力に周期性を仮定した場合を検討する
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第1章 Chapter

チャプターの説明

1.1 Section
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1.1.1 Subsection
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SubSubsection

risbt.clsで定義されている特殊記号
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図 1.1: 図キャプション
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第 1章 Chapter 3
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表 1.1: 表キャプション
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